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要約  

・ シンガポールは、2003 年の壊滅的な SARS の流行から教訓を得

て、シンガポールはその防御を強化し、COVID-19 と戦うための多

面的なアプローチを展開している。 

・ COVID-19 患者を受け入れ体制として、心臓リハ（CR）を含む外来

患者の通院、臨床サービス、待機手術を延期している。 

・ リスクを最小限にすべく、テクノロジーを利用している。 

・ その活用により、COVID-19 の発生中および発生後に CR プログラ

ムは大幅に強化できる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 包括的CRに役立つモバイルヘルスプラットフォームが紹介されて

いる。 

・ テクノロジー（Web ベースのリソース、スマートフォンアプリケーショ

ン、ビデオ会議を含む）が活用されている。 


